
２０１４年７月６日 主日礼拝  ≪洗礼式・誕生祝福式≫                 

 

司  会        ①篠遠兄     ②間兄     ③新田兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三畑兄     ②山口兄  

 

ヤベツの祈り 

    賛  美  聖歌３９２番「神はひとり子を」 （主の山に備えあり）  

（主がここにおられます） 

 

聖  書                  

     

                                                                                                                            

音  楽                                                           

 

証  詞     

     

メッセージ   

        

                                                                      

賛  美  「いかにけがれたる」 （７０１番・献金・東京伝道のため） 

頌  栄      「主の祈り」   アーメン 

                                                                    祝   祷                                                                                                      

 

【大和ニュース】  

・ 受洗おめでとう！①荒木胡春姉（小６） ②荒木洸平兄（小４） ③谷信悟兄（小４） 
*３人共、斎藤京子姉のお孫さん。 

・ 入門講座Ⅰ（３回シリーズ）、ICA祷援会、バルナバ会、ヨシュア会、J.Plus。 
 
・ 今週も祈祷会を大切に！ 説教は坪井永城副牧師。水曜夜と木曜朝。 
・ 準備祈祷会は、金曜夜９時～１０時半。説教は大野メディア主事。 
・ 土曜祈祷会は、土曜夕方６時～７時。熱く祈ります！ 
* ご婚約おめでとうございます。高木盛朗様と阿部紗子様。本日第３礼拝後。 
* 大川牧師の特別聖会。１３日（日）１９時。山形県酒田市光ヶ丘１の５の２２ 
  酒田キリスト教会（牧師は高橋富三師）。電話は 0234-33-6776 
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➀                                       ヨナ書４章６～１１節                                  (Ｐ１２８３) 

➁➂ 使徒行伝１２章１～１２節               (Ｐ２０１)   
                                                                                                                         

➀                                       坪井永城師  

➁➂ サインダンス  

➀                                       岸輝兄（青年会）   

 

➀                                       「この続きはだれのため」 佐々木智行伝道師 

➁➂ 「『ごめんなさい』と言える人」   大川従道牧師  
     



 
石の枕  
  

 お金を「儲」ける、とはまことに面白い漢字だ。「信ずる者」と書いて、もうけると 
読む。私の青年時代の教会には､金は危険､富に心をむけるとサタンにやられる､ 
というような教えがあった。勿論、特別な意味の「清貧」は大切だ。マザーテレサ 
等、その道で輝いた聖徒たちのことである。 
 しかし主の業のために働き、富の祝福を得ることは、とても大切なことであり、 
本気で商売繁盛、ビジネスの成功を願うなら、熱き祈りとともに、「思いを変える 
こと」即ち Change of mind は超重要なことである。 
 この教会に導かれたのなら、本気で、神の祝福を得て、人々に分かち与える 

ほどの恵みを受けてほしい。 
 「繁栄の目的」（ウェンデル・スミス著）、「祝福された人生」（ロバート・モリス著） 
「ロックフェラーが知っていた、もうけ方」（イ・チェユン著）等は、ビジネスマンの 
必読書と思う。こんな世界が開かれて、皆さんは幸せ者である。私の青年時代 
の信仰の有様は､まさに「貧困」であり､みじめでもあった。そうそう､チョウ・ヨンギ著 
「第四次元」の本は、チョウお勧め。 
 
 さて今年も半年守られたことを感謝し、「上半期感謝献金」を捧げましょう。 

この類の献金は、とても大切です。たとえボーナスの出ない会社や働きや収入の 
乏しい人でも、けじめ、けじめ（たとえば、結婚記念日とか、受洗記念日等）に、 
感謝の心を表わすことが大事なのです。月定献金は、教会員としての義務的 
性質がありますが、あとのものは、その人の感謝の証詞であって、主がその心を 
よまれるのです。 
 それは、ボランティアや教会の奉仕にもいえることです。『主の目はあまねく全地 
を行きめぐり、自分に向かって心を全うする者のために力をあらわされる』 
（歴代志下１６章９節・６２１頁）。私は、この聖言に土台して、大いなる祝福を 

いただいた者です。主はいつも、あなたを見ておられます。 
 ジョン・ウェスレーは「Get all you can, Save all you can, but Give all you can!!」 
（できるだけ儲けて､できるだけ貯えて､できるだけ捧げ与えなさい）。この思考は、 
資本主義社会の腐敗をとどめ、リニューアルさせる妙案でもあります。 
 あなたのすべてに、主の祝福を祈ります。（Ⅲヨハネ２節） 
  

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：使徒１３章～１７章  Ｂコース：ヨブ記３３章～詩篇９篇 


